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(57)【特許請求の範囲】

【請求項１】

　融雪屋根パネルに水蒸気を供給するためのボイラーと共に使用する受水槽であって、

　受水槽の内部を仕切るための、複数の穴を有する右仕切り板と、複数の穴を有する左仕

切り板と、前記右仕切り板と前記左仕切り板とを連結するとともに熱水の通路となる複数

の連通管とからなり、

　前記右仕切り板に穿孔された穴と、前記右仕切り板に設置した穴の位置よりも低い位置

に穿孔された前記左仕切り板の穴とが連通管で連結されていることを特徴とする融雪屋根

パネル用受水槽。

【請求項２】

　前記右仕切り板と前記左仕切り板に穿孔された複数の穴は、

　前記右仕切り板と前記左仕切り板を連結するとともに熱水の通路となる複数の連通管が

設置されている穴と連通管が設置されていない穴とから構成されており、

　前記右仕切り板と前記左仕切り板との間に、熱水が蓄えられ、かつ、熱水を通過させる

ことができることを特徴とする請求項１に記載の融雪屋根パネル用受水槽。

【請求項３】

　前記右仕切り板及び前記左仕切り板は、最上部に連通管が設置されない穴、上部に連通

管が設置されている穴、最下部に連通管が設置されない穴を有していることを特徴とする

請求項１または請求項２に記載の融雪屋根パネル用受水槽。

【請求項４】
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　 請 求 項 １ 乃 至 請 求 項 ３ の い ず れ か に 記 載 し た 融 雪 屋 根 パ ネ ル 用 受 水 槽 で あ っ て 、 外 部 が

保 温 材 に て 覆 わ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 融 雪 屋 根 パ ネ ル 用 受 水 槽 。

【 請 求 項 ５ 】

　 請 求 項 １ 乃 至 請 求 項 ４ の い ず れ か に 記 載 し た 融 雪 屋 根 パ ネ ル 用 受 水 槽 で あ っ て 、 地 中 に

設 置 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 融 雪 屋 根 パ ネ ル 用 受 水 槽 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】

【 技 術 分 野 】

【 ０ ０ ０ １ 】

　 本 発 明 は 、 受 水 槽 に 関 す る 。 特 に 、 水 蒸 気 を 融 雪 屋 根 パ ネ ル に 送 り 出 す た め に 設 置 し た

ボ イ ラ ー と 共 に 使 用 す る 融 雪 屋 根 パ ネ ル 用 受 水 槽 に 関 す る 。

【 背 景 技 術 】

【 ０ ０ ０ ２ 】

　 受 水 槽 と は 、 ビ ル 、 マ ン シ ョ ン 、 学 校 、 病 院 等 の 一 度 に 多 量 の 水 を 使 用 す る 建 物 等 で 、

水 道 局 か ら 水 道 管 を 通 っ て 送 ら れ て き た 水 を 建 物 の 近 く に 、 一 旦 、 貯 め て お く た め の 容 器

の こ と で あ る 。 出 願 人 は 、 融 雪 機 能 付 屋 根 パ ネ ル （ 特 願 ２ ０ １ １ － １ ５ ８ ３ ７ ６ ） を 開 発

し た が 、 こ の 融 雪 機 能 付 屋 根 パ ネ ル は 、 ボ イ ラ ー を 稼 働 し て 発 生 さ せ た 多 量 の 水 蒸 気 を 、

融 雪 屋 根 パ ネ ル に 供 給 す る こ と に よ り 、 屋 根 上 に 積 も っ た 雪 を 、 水 蒸 気 の 熱 で 融 か す 仕 組

み に な っ て い る （ 図 ３ 参 照 ） 。 一 度 に 多 量 の 水 （ 水 蒸 気 ） を 使 用 す る 必 要 が あ る た め 、 融

雪 屋 根 パ ネ ル を 機 能 さ せ る た め に は 専 用 の 受 水 槽 が 必 要 と な る 。

【 ０ ０ ０ ３ 】

　 ボ イ ラ ー と は 、 燃 料 を 燃 焼 さ せ て 得 た 熱 を 水 に 伝 え 、 水 蒸 気 や 温 水 に 換 え る 熱 交 換 装 置

を 持 っ た 熱 源 機 器 の こ と で あ る 。 出 願 人 が 開 発 し た 融 雪 屋 根 パ ネ ル は 、 ボ イ ラ ー で 温 度 １

４ ０ ℃ 以 上 の 多 量 の 水 蒸 気 を 発 生 さ せ て 、 融 雪 屋 根 パ ネ ル 内 部 に 供 給 し 、 循 環 さ せ る も の

で あ る 。 ボ イ ラ ー で 発 生 さ せ た 水 蒸 気 が 、 融 雪 屋 根 パ ネ ル を 通 過 し て 、 戻 り 配 管 か ら 戻 っ

て く る 時 で も 、 温 度 ９ ０ ℃ ～ １ ０ ０ ℃ 程 度 （ 時 に は １ ０ ０ ℃ 以 上 ） の 高 温 状 態 に な っ て い

る も の と 思 わ れ る 。

【 ０ ０ ０ ４ 】

　 受 水 槽 に は 、 受 水 槽 の 中 の 水 位 が 一 定 の 水 位 以 下 に な ら な い よ う に 、 ボ ー ル タ ッ プ 等 か

ら な る 水 位 調 節 機 構 が 備 え ら れ て お り 、 こ の 調 節 機 構 は 、 水 に 浮 か べ た ボ ー ル タ ッ プ の 位

置 を セ ン サ と し て 、 水 位 が 減 少 す る と 給 水 し 、 所 定 の 水 位 に な る と 給 水 を 停 止 す る よ う に

な っ て い る 。 と こ ろ が 、 ボ ー ル タ ッ プ は 、 温 度 が ９ ０ ℃ ～ １ ０ ０ ℃ 程 度 の 熱 水 、 も し く は

、 そ れ 以 上 の 温 度 の 水 蒸 気 が 、 戻 り 配 管 を 通 過 し て 受 水 槽 に そ の ま ま 戻 っ て く る と 、 受 水

槽 の 中 で 発 生 す る 乱 流 に よ っ て 水 位 が 激 し く 上 下 す る た め 、 激 し く 上 下 し て し ま い 、 水 位

調 節 機 構 を 果 た さ な く な る と い う 問 題 が あ る こ と が 解 っ た 。 即 ち 、 通 常 の 受 水 槽 で は 、 融

雪 屋 根 パ ネ ル 用 の 受 水 槽 と し て は 使 用 す る こ と が で き な い こ と が 解 っ た 。

【 ０ ０ ０ ５ 】

　 受 水 槽 に は 、 特 許 文 献 １ の 如 く 、 内 部 に 水 位 を 調 節 す る ボ ー ル タ ッ プ 等 の よ う な 水 位 調

節 機 構 を 備 え た 受 水 槽 に お い て 、 水 位 調 節 機 構 故 障 の 際 、 部 品 交 換 作 業 時 の た め に 、 水 位

調 節 機 構 の 取 り 付 け 部 を 仕 切 る 二 枚 の 仕 切 り 板 等 を 設 け る こ と に よ り 、 受 水 槽 が 分 離 し て

い る も の が 知 ら れ て い る 。 即 ち 、 受 水 槽 が 二 枚 の 仕 切 り 板 の よ う な も の で 分 け ら れ 、 二 枚

の 仕 切 り 板 を 連 通 管 で 繋 い で 水 の 通 路 と し て い る 受 水 槽 が 知 ら れ て い る 。 通 常 は 連 通 管 の

バ ル ブ が 開 い て お り 、 左 右 の 層 は 同 じ 水 位 を 保 っ て い る が 、 清 掃 時 に は バ ル ブ を 閉 じ て 右

側 の 層 か ら 清 掃 し 、 左 側 の 層 に あ る 水 を 供 給 す る こ と に よ り 断 水 し な い よ う に す る た め の

二 重 構 造 で あ る 。 要 す る に 、 受 水 槽 内 で の 乱 流 を 防 止 す る と い う 技 術 的 な 思 想 は 全 く 無 い

と 言 え る 。

【 ０ ０ ０ ６ 】

　 か か る 仕 切 り 板 等 を 受 水 槽 に 適 用 し 設 置 す れ ば 、 仕 切 り 板 に よ っ て 、 受 水 槽 全 体 に 生 じ

る 乱 流 （ ボ ー ル タ ッ プ 等 に 悪 影 響 を 及 ぼ す よ う な 乱 流 ） は 抑 制 す る こ と が で き る か も 知 れ

な い が 、 仕 切 り 板 が 障 壁 と な っ て 、 高 温 の 熱 水 や 水 蒸 気 が 有 す る 熱 エ ネ ル ギ ー を ス ム ー ズ

に 受 水 槽 全 体 に 拡 散 さ せ る こ と が で き ず 、 せ っ か く 受 水 槽 に 戻 り 配 管 か ら 高 温 の 熱 水 や 水
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蒸 気 が 入 っ て く る の に も か か わ ら ず 、 こ の 熱 エ ネ ル ギ ー を 有 効 に 利 用 す る こ と が で き ず 、

非 常 に 勿 体 な い 話 で あ る 。

【 先 行 技 術 文 献 】

【 特 許 文 献 】

【 ０ ０ ０ ７ 】

【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 １ １ － ３ ２ ４ ０ ３ ８ 公 報

【 発 明 の 概 要 】

【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

【 ０ ０ ０ ８ 】

　 出 願 人 は 、 受 水 槽 に 、 戻 り 配 管 か ら 入 っ て く る 、 高 温 の 熱 水 ま た は 水 蒸 気 （ ９ ０ ℃ ～ １

０ ０ ℃ 程 度 ） を 有 効 に 利 用 す る た め に 、 受 水 槽 内 部 に 好 ま し い 対 流 （ 熱 水 の 循 環 ） を 生 じ

さ せ る 仕 切 り 板 の 構 造 を 考 案 す れ ば 、 受 水 槽 全 体 に 高 温 の 熱 水 ま た は 水 蒸 気 の 有 す る 熱 エ

ネ ル ギ ー が 拡 散 さ れ る と 考 え （ 結 果 と し て 戻 り 配 管 か ら 受 水 槽 に は い て く る 高 温 の 熱 水 や

水 蒸 気 の 熱 エ ネ ル ギ ー を 有 効 に 生 か す こ と が で き る も の と 考 え ） 、 鋭 意 検 討 を 重 ね た 結 果

、 本 発 明 に 至 っ た の で あ る 。

【 ０ ０ ０ ９ 】

　 本 発 明 の 目 的 は 、 受 水 槽 内 部 に 好 ま し い 対 流 を 発 生 さ せ る こ と で 、 ボ ー ル タ ッ プ 等 に よ

る 液 面 の 調 整 が で き る と と も に 、 戻 り 配 管 か ら 受 水 槽 に 戻 っ て く る 高 温 の 熱 水 や 水 蒸 気 の

有 す る 熱 エ ネ ル ギ ー を 有 効 に 利 用 す る こ と の で き る 、 融 雪 屋 根 パ ネ ル 用 受 水 槽 を 提 供 す る

こ と に あ る 。

【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】

【 ０ ０ １ ０ 】

　 上 記 課 題 を 解 決 す る た め に 、 本 願 請 求 項 １ に 記 載 し た 発 明 は 、 融 雪 屋 根 パ ネ ル に 水 蒸 気

を 供 給 す る た め の ボ イ ラ ー と 共 に 使 用 す る 受 水 槽 で あ っ て 、 受 水 槽 の 内 部 を 仕 切 る た め の

、 複 数 の 穴 を 有 す る 右 仕 切 り 板 と 、 複 数 の 穴 を 有 す る 左 仕 切 り 板 と 、 前 記 右 仕 切 り 板 と 前

記 左 仕 切 り 板 と を 連 結 す る と と も に 熱 水 の 通 路 と な る 複 数 の 連 通 管 と か ら な り 、 前 記 右 仕

切 り 板 に 穿 孔 さ れ た 穴 と 、 前 記 右 仕 切 り 板 に 設 置 し た 穴 の 位 置 よ り も 低 い 位 置 に 穿 孔 さ れ

た 前 記 左 仕 切 り 板 の 穴 と が 連 通 管 で 連 結 さ れ て い る 融 雪 屋 根 パ ネ ル 用 受 水 槽 で あ る こ と を

特 徴 と す る も の で あ る 。

【 ０ ０ １ １ 】

　 本 願 請 求 項 ２ に 記 載 し た 発 明 は 、 前 記 右 仕 切 り 板 と 前 記 左 仕 切 り 板 に 穿 孔 さ れ た 複 数 の

穴 は 、 前 記 右 仕 切 り 板 と 、 前 記 左 仕 切 り 板 を 連 結 す る と と も に 熱 水 の 通 路 と な る 複 数 の 連

通 管 が 設 置 さ れ て い る 穴 と 、 連 通 管 が 設 置 さ れ て い な い 穴 と か ら 構 成 さ れ て お り 、 前 記 右

仕 切 り 板 と 前 記 左 仕 切 り 板 と の 間 に 、 熱 水 （ ま た は 温 水 ） が 蓄 え ら れ 、 か つ 、 熱 水 （ ま た

は 温 水 ） を 通 過 さ せ る こ と が で き る 請 求 項 １ に 記 載 の 融 雪 屋 根 パ ネ ル 用 受 水 槽 で あ る こ と

を 特 徴 と す る も の で あ る 。

【 ０ ０ １ ２ 】

　 本 願 請 求 項 ３ に 記 載 し た 発 明 は 、 前 記 右 仕 切 り 板 、 及 び 、 前 記 左 仕 切 り 板 は 、 最 上 部 に

連 通 管 が 設 置 さ れ な い 穴 、 上 部 に 連 通 管 が 設 置 さ れ て い る 穴 、 最 下 部 に 連 通 管 が 設 置 さ れ

な い 穴 を 有 し て い る 請 求 項 １ ま た は 請 求 項 ２ に 記 載 の 融 雪 屋 根 パ ネ ル 用 受 水 槽 で あ る こ と

を 特 徴 と す る も の で あ る 。

【 ０ ０ １ ３ 】

　 本 願 請 求 項 ４ に 記 載 し た 発 明 は 、 請 求 項 １ 乃 至 請 求 項 ３ の い ず れ か に 記 載 し た 融 雪 屋 根

パ ネ ル 用 受 水 槽 で あ っ て 、 外 部 が 保 温 材 に て 覆 わ れ て い る 融 雪 屋 根 パ ネ ル 用 受 水 槽 で あ る

こ と を 特 徴 と す る も の で あ る 。

【 ０ ０ １ ４ 】

　 本 願 請 求 項 ５ に 記 載 し た 発 明 は 、 請 求 項 １ 乃 至 請 求 項 ４ の い ず れ か に 記 載 し た 融 雪 屋 根

パ ネ ル 用 受 水 槽 で あ っ て 、 地 中 に 設 置 さ れ て い る 融 雪 屋 根 パ ネ ル 用 受 水 槽 で あ る こ と を 特

徴 と す る も の で あ る 。

【 発 明 の 効 果 】
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【 ０ ０ １ ５ 】

　 本 発 明 に 係 る 融 雪 屋 根 パ ネ ル 用 受 水 槽 に よ り 、 受 水 槽 内 部 に 好 ま し い 熱 水 の 対 流 を 発 生

さ せ る こ と で 、 乱 流 を 防 止 さ せ て 、 ボ ー ル タ ッ プ が 安 定 し て 液 面 の 調 整 が で き る と と も に

、 戻 り 配 管 か ら 受 水 槽 に 戻 っ て く る 高 温 の 熱 水 や 水 蒸 気 の 熱 エ ネ ル ギ ー を 有 効 に 利 用 す る

こ と の で き る 、 融 雪 屋 根 パ ネ ル 用 受 水 槽 を 実 現 す る こ と が 可 能 に な っ た 。

【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】

【 ０ ０ １ ６ 】

【 図 １ 】 融 雪 屋 根 パ ネ ル 用 受 水 槽 の 正 面 図 で あ る 。

【 図 ２ 】 右 仕 切 り 板 、 及 び 、 左 仕 切 り 板 の 側 面 図 で あ る 。

【 図 ３ 】 融 雪 屋 根 パ ネ ル 用 受 水 槽 の 使 用 状 態 を 説 明 す る た め の 図 で あ る 。

【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】

【 ０ ０ １ ７ 】

＜ 融 雪 屋 根 パ ネ ル 用 受 水 槽 の 全 体 構 造 ＞

　 以 下 、 本 発 明 に 係 る 融 雪 屋 根 パ ネ ル 用 受 水 槽 １ ０ に つ い て 、 図 面 を 参 照 し つ つ 詳 細 に 説

明 す る 。 図 １ は 、 融 雪 屋 根 パ ネ ル 用 受 水 槽 １ ０ の 正 面 図 で あ る 。 融 雪 屋 根 パ ネ ル 用 受 水 槽

１ ０ は 、 中 央 付 近 に 二 枚 の 仕 切 り 板 を 設 置 す る こ と で 、 右 側 受 水 槽 と 左 側 受 水 槽 に 分 離 さ

れ て い る 。 右 側 受 水 槽 は 、 戻 り 配 管 か ら 、 高 温 の 熱 水 ま た は 水 蒸 気 が 戻 っ て く る よ う に 配

管 さ れ て い る 。 左 側 受 水 槽 に は 、 吸 水 ポ ン プ の 吸 水 口 が 設 置 さ れ て お り 、 受 水 槽 内 部 に 貯

え ら れ た 温 水 （ ま た は 水 ） を 、 吸 水 ポ ン プ で 汲 み 上 げ て ボ イ ラ ー に 送 る よ う に な っ て い る

。 右 側 受 水 槽 の 上 部 に は エ ア 抜 き が 設 置 さ れ て お り 、 受 水 槽 内 部 の 圧 力 を 大 気 圧 と 同 じ 気

圧 に で き る よ う に な っ て い る 。 さ ら に 、 本 発 明 に 係 る 融 雪 屋 根 パ ネ ル 用 受 水 槽 １ ０ の 外 側

は 、 受 水 槽 外 部 へ の 放 熱 を 防 ぐ た め に 保 温 材 ６ ０ で 覆 わ れ て お り 、 凍 結 不 凍 帯 で あ る 地 中

に 設 置 さ れ て い る 。

【 ０ ０ １ ８ 】

　 本 明 細 書 に お い て 、 中 央 付 近 に 設 置 さ れ た 二 枚 の 仕 切 り 板 は 、 説 明 し 易 い よ う に 、 そ れ

ぞ れ 、 右 仕 切 り 板 ２ ０ 、 左 仕 切 り 板 ３ ０ と 記 載 す る こ と に す る 。 右 仕 切 り 板 ２ ０ と 左 仕 切

り 板 ３ ０ と の 間 に は 、 右 仕 切 り 板 ２ ０ と 左 仕 切 り 板 ３ ０ と を 連 結 す る と と も に 、 熱 水 （ あ

る い は 温 水 ） の 通 路 と な る 連 通 管 ４ ０ が 設 置 さ れ て い る 。 そ し て 、 右 仕 切 り 板 ２ ０ に 穿 孔

さ れ た 穴 ５ ０ の 一 部 と 、 右 仕 切 り 板 ２ ０ に 穿 孔 さ れ た 穴 ５ ０ の 位 置 よ り も 低 い 位 置 に 穿 孔

さ れ た 左 仕 切 り 板 ３ ０ の 穴 ５ ０ の 一 部 と が 連 通 管 ４ ０ で 連 結 さ れ て い る 。 さ ら に 、 連 通 管

４ ０ が 設 置 さ れ て い な い 穴 ５ ０ を 通 過 し て 、 右 仕 切 り 板 ２ ０ と 左 仕 切 り 板 ３ ０ と の 間 に 、

熱 水 （ あ る い は 温 水 、 使 用 開 始 時 は 水 ） が 貯 え ら れ 、 か つ 、 熱 水 （ あ る い は 温 水 、 使 用 開

始 時 は 水 ） が 自 由 に 出 入 り す る こ と が で き る よ う に な っ て い る 。

【 ０ ０ １ ９ 】

　 融 雪 屋 根 パ ネ ル 用 受 水 槽 １ ０ は 、 稼 働 開 始 時 に お い て は 、 図 １ で 示 し た 水 位 （ Ｈ と 記 載

し た レ ベ ル ） と な っ て い る 。 融 雪 屋 根 パ ネ ル に 送 る 水 蒸 気 を 発 生 さ せ る ボ イ ラ ー に 水 （ 稼

働 時 は 温 水 ） を 供 給 す る た め に 、 左 側 受 水 槽 内 に 吸 水 ポ ン プ の 吸 水 口 を 設 置 し て い る 。 融

雪 屋 根 パ ネ ル に 水 蒸 気 を 供 給 し て い る 間 （ ボ イ ラ ー 稼 働 時 ） 、 融 雪 屋 根 パ ネ ル 用 受 水 槽 １

０ の 水 位 は 、 図 １ の 「 Ｍ 」 と 「 Ｈ 」 の 間 に あ る の が 通 常 で あ る 。

【 ０ ０ ２ ０ 】

　 融 雪 屋 根 パ ネ ル 用 受 水 槽 １ ０ の 水 位 が 下 が っ て 「 Ｍ 」 と 「 Ｌ 」 と の 間 に な っ た 場 合 は 、

右 仕 切 り 板 ２ ０ の 中 央 部 に 穴 ５ ０ が 穿 孔 さ れ て お り 、 ポ ン プ に よ り 吸 引 さ れ た 熱 水 の 一 部

は 、 こ の 穴 ５ ０ を 通 過 し て 対 流 す る こ と が で き る よ う に な っ て い る 。 融 雪 屋 根 パ ネ ル に 水

蒸 気 を 供 給 し て い る 間 （ ボ イ ラ ー 稼 働 時 ） に 「 Ｌ 」 ま で 水 位 が 下 が る こ と は 殆 ど 無 い が 、

循 環 経 路 内 で 何 ら か の 不 具 合 （ 配 管 の 水 漏 れ 等 ） に よ り 、 水 位 が 「 Ｌ 」 ま で 下 が る こ と も

あ り 得 る 。 か か る 場 合 に は 、 図 １ で 示 し た 水 位 （ Ｌ と 記 載 し た レ ベ ル ） を 維 持 管 理 す る た

め に ボ ー ル タ ッ プ が 設 置 さ れ て い る 。 ボ ー ル タ ッ プ に よ る 水 位 調 節 機 構 に よ っ て 、 水 位 が

「 Ｌ 」 よ り も 下 が っ た 場 合 は 、 受 水 槽 に 水 道 水 が 供 給 さ れ る よ う に な っ て い る 。

【 ０ ０ ２ １ 】

＜ 融 雪 屋 根 パ ネ ル 用 受 水 槽 の 仕 切 り 板 ＞
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　 図 ２ は 、 本 発 明 に 係 る 融 雪 屋 根 パ ネ ル 用 受 水 槽 １ ０ に 使 用 さ れ る 右 仕 切 り 板 ２ ０ 、 及 び

、 左 仕 切 り 板 ３ ０ の 側 面 図 で あ る 。 右 仕 切 り 板 ２ ０ 、 及 び 、 左 仕 切 り 板 ３ ０ は 、 最 上 部 （

「 Ｈ 」 よ り も 上 ） に 連 通 管 ４ ０ が 設 置 さ れ な い 穴 ５ ０ 、 上 部 （ 通 常 の 水 位 「 Ｈ 」 と 「 Ｍ 」

の 間 ） に 連 通 管 ４ ０ が 設 置 さ れ て い る 穴 ５ ０ 、 最 下 部 （ 「 Ｎ 」 以 下 ： 戻 り 配 管 か ら 戻 っ て

き た 熱 水 が 噴 き 出 す 箇 所 以 下 ） に 連 通 管 ４ ０ が 設 置 さ れ な い 穴 ５ ０ を 有 し て い る 。 さ ら に

、 右 仕 切 り 板 ２ ０ は 、 中 央 部 （ 「 Ｍ 」 と 「 Ｌ 」 と の 間 ） に 連 通 管 ４ ０ が 設 置 さ れ な い 穴 ５

０ を 有 し て い る 。 図 ２ に お い て 、 連 通 管 ４ ０ が 設 置 さ れ る 穴 ４ ０ は 「 や や 縦 長 の 楕 円 」 で

記 載 さ れ て お り 、 連 通 管 が 設 置 さ れ な い 穴 ４ ０ は 「 横 長 の 楕 円 」 で 記 載 さ れ て い る 。 そ れ

以 外 の 個 所 は 仕 切 り 板 に よ っ て 分 離 さ れ て お り 熱 水 （ あ る い は 温 水 ） が 通 過 で き な い よ う

に な っ て い る 。

【 ０ ０ ２ ２ 】

　 図 ２ か ら 解 る よ う に 、 右 仕 切 り 板 ２ ０ 、 及 び 、 左 仕 切 り 板 ３ ０ に 設 置 さ れ た 穴 ５ ０ の 位

置 （ 特 に 高 さ ） や 分 布 状 態 は 微 妙 に 異 な っ て い る 。 こ の 微 妙 な 違 い が 、 本 発 明 の ポ イ ン ト

で あ る と こ ろ の 融 雪 屋 根 パ ネ ル 用 受 水 槽 １ ０ 内 部 に 、 熱 水 （ あ る い は 水 蒸 気 ） の 有 す る 熱

エ ネ ル ギ ー を 有 効 に 利 用 す る た め の 好 ま し い 熱 水 （ ま た は 温 水 ） の 対 流 を 発 生 さ せ る メ カ

ニ ズ ム と 大 い に 関 連 し て い る 。

【 ０ ０ ２ ３ 】

＜ 融 雪 屋 根 パ ネ ル 用 受 水 槽 に お け る 対 流 発 生 の メ カ ニ ズ ム ＞

　 融 雪 屋 根 パ ネ ル を 稼 働 す る 初 期 段 階 で 、 融 雪 屋 根 パ ネ ル 用 受 水 槽 １ ０ に は 、 図 １ で 示 し

た 水 位 （ Ｈ と 記 載 し た レ ベ ル ） と な っ て い る 。 融 雪 屋 根 パ ネ ル 上 に 降 り 積 も っ た 雪 を 融 雪

す る 際 は 、 融 雪 屋 根 パ ネ ル に 水 蒸 気 を 供 給 す る た め に 、 ボ イ ラ ー を 稼 働 さ せ る 。 ボ イ ラ ー

を 稼 働 さ せ る た め に 、 左 側 受 水 槽 内 に 設 置 し た 吸 水 口 か ら 、 融 雪 屋 根 パ ネ ル 用 受 水 槽 １ ０

に 貯 え ら れ た 水 が ポ ン プ に よ っ て 吸 い 上 げ ら れ る 。 そ の 結 果 、 左 側 受 水 槽 の 水 位 が 下 が る

。 左 側 受 水 槽 の 水 位 が 下 が る と 、 左 側 受 水 槽 の 水 位 よ り も 高 い 位 置 に あ る 右 側 受 水 槽 に あ

る 水 が 、 右 側 受 水 槽 か ら 左 側 受 水 槽 に 流 れ や す い よ う に 傾 斜 し て い る 連 通 管 ４ ０ 通 過 し て

、 右 側 受 水 槽 か ら 水 が 左 側 受 水 槽 に 供 給 さ れ 左 右 受 水 槽 の レ ベ ル が 保 た れ る 。

【 ０ ０ ２ ４ 】

　 融 雪 屋 根 パ ネ ル に 水 蒸 気 を 供 給 す る た め に ボ イ ラ ー を 稼 働 さ せ て 、 水 蒸 気 を 供 給 す る と

、 水 蒸 気 は 、 融 雪 屋 根 パ ネ ル を 通 過 し て 、 最 終 的 に 戻 り 配 管 か ら 融 雪 屋 根 パ ネ ル 用 受 水 槽

１ ０ に 、 高 温 の 熱 水 と し て 、 一 部 は 水 蒸 気 と し て 戻 っ て く る 。 こ の 熱 水 （ 一 部 は 水 蒸 気 ）

は 高 温 で あ る た め 、 融 雪 屋 根 パ ネ ル 用 受 水 槽 １ ０ の 右 側 受 水 槽 に は 大 き な 乱 流 が 生 じ る 。

そ し て 、 こ の 乱 流 は 、 高 温 で あ る た め 、 比 重 が 軽 く 、 右 側 受 水 槽 の 最 上 部 ま で 吹 き 出 し 、

次 に 左 側 受 水 槽 に 拡 大 し 、 融 雪 屋 根 パ ネ ル 用 受 水 槽 １ ０ 全 体 に 拡 が っ て い こ う と す る が 、

右 仕 切 り 板 ２ ０ が あ る た め 、 乱 流 が 融 雪 屋 根 パ ネ ル 用 受 水 槽 １ ０ 全 体 に 拡 大 す る の を 制 御

す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ２ ５ 】

　 さ ら に 、 右 仕 切 り 板 ２ ０ と 左 仕 切 り 板 ３ ０ と の 間 に は 連 通 管 ４ ０ が 設 置 さ れ て お り 、 右

側 受 水 槽 の 上 部 に 吹 き 出 し た 熱 水 が 、 右 仕 切 り 板 ２ ０ に 設 置 さ れ た 複 数 の 穴 ５ ０ か ら 、 右

側 受 水 槽 か ら 左 側 受 水 槽 に 流 れ や す い よ う に 傾 斜 し て い る 連 通 管 ４ ０ に 流 れ 込 む こ と で 乱

流 が 制 御 さ れ る （ 連 通 管 ４ ０ は 右 仕 切 り 板 ２ ０ 側 よ り も 左 仕 切 り 板 ３ ０ 側 の 方 が 低 く な る

よ う に 傾 斜 し て お り 、 高 低 差 に よ り 逆 流 し な い よ う に 工 夫 さ れ て い る ） 。 制 御 さ れ た 流 れ

は 、 右 仕 切 り 板 ２ ０ の 穴 ５ ０ か ら 、 左 仕 切 り 板 ３ ０ の 穴 ５ ０ に 連 結 さ れ た 連 通 管 ４ ０ を 通

過 し て 左 側 受 水 槽 の 上 部 に 流 れ 出 す 。 こ の よ う に し て 、 融 雪 屋 根 パ ネ ル 用 受 水 槽 １ ０ の 上

部 （ 「 Ｈ 」 と 「 Ｍ 」 の 間 ） に 熱 水 の 流 れ を 発 生 さ せ る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ２ ６ 】

　 融 雪 屋 根 パ ネ ル 用 受 水 槽 １ ０ の 最 下 部 （ 「 Ｎ 」 以 下 ） は 、 温 水 が 自 由 に 通 過 で き る よ う

に な っ て お り 、 比 重 が 軽 い 熱 水 が 上 昇 し た 部 分 に 温 水 を 供 給 す る た め に 、 融 雪 屋 根 パ ネ ル

用 受 水 槽 １ ０ の 左 側 受 水 槽 か ら 融 雪 屋 根 パ ネ ル 用 受 水 槽 １ ０ の 右 側 受 水 槽 へ の 流 れ が 発 生

す る こ と に な る 。 こ の よ う に し て 、 戻 り 配 管 か ら 融 雪 屋 根 パ ネ ル 用 受 水 槽 １ ０ に 戻 っ て き

た 、 高 温 の 熱 水 ま た は 水 蒸 気 の 有 す る 熱 エ ネ ル ギ ー を 、 融 雪 屋 根 パ ネ ル 用 受 水 槽 １ ０ 全 体
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に 均 等 に 拡 散 さ せ る よ う な 好 ま し い 対 流 を 生 じ さ せ る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ２ ７ 】

　 融 雪 屋 根 パ ネ ル 用 受 水 槽 １ ０ 全 体 に 好 ま し い 対 流 を 生 じ さ せ る た め に 、 受 水 槽 内 部 の 圧

力 が 上 が り 過 ぎ な い よ う に す る た め 、 右 側 受 水 槽 の 上 面 に は 、 エ ア 抜 き が 設 置 さ れ て お り

、 右 側 受 水 槽 内 部 の 圧 力 を 大 気 圧 と 同 じ 気 圧 に で き る よ う に な っ て い る 。 ま た 、 左 仕 切 り

板 ２ ０ の 最 上 部 の 穴 ５ ０ と 右 仕 切 り 板 ２ ０ の 最 上 部 上 端 の 穴 ５ ０ （ 右 仕 切 り 板 ２ ０ の 穴 ５

０ の 数 は 左 仕 切 り 板 ３ ０ の 穴 ５ ０ の 数 よ り も 少 な い 。 乱 流 を 制 御 す る た め で あ る 。 ） に よ

っ て 、 右 側 受 水 槽 内 部 の 圧 力 も 大 気 圧 と 同 じ 気 圧 に で き る よ う に な っ て い る 。 一 方 、 融 雪

屋 根 パ ネ ル 用 受 水 槽 １ ０ の 水 位 が 下 が っ て 「 Ｍ 」 と 「 Ｌ 」 と の 間 に な っ た 場 合 で あ っ て も

、 右 仕 切 り 板 ２ ０ の 中 央 部 に 穴 ５ ０ が 穿 孔 さ れ て お り 、 ポ ン プ に よ り 引 き 寄 せ ら れ た 熱 水

の 一 部 は 、 こ の 穴 ５ ０ を 通 過 し て 対 流 す る こ と が で き る よ う に な っ て い る 。

【 ０ ０ ２ ８ 】

＜ 融 雪 屋 根 パ ネ ル 用 受 水 槽 の 効 果 ＞

　 本 発 明 に よ り 、 融 雪 屋 根 パ ネ ル 用 受 水 槽 １ ０ 全 体 に 好 ま し い 熱 水 （ ま た は 温 水 ） の 対 流

を 発 生 さ せ る こ と で 、 ボ ー ル タ ッ プ の 動 き が 安 定 し 、 液 面 の 調 整 が で き る と と も に 、 戻 り

配 管 か ら 融 雪 屋 根 パ ネ ル 受 水 槽 １ ０ に 入 っ て く る 高 温 の 熱 水 や 水 蒸 気 の 熱 エ ネ ル ギ ー を 有

効 に 利 用 す る こ と の で き る 、 融 雪 屋 根 パ ネ ル 用 受 水 槽 １ ０ を 実 現 す る こ と が 可 能 に な っ た

。

【 ０ ０ ２ ９ 】

　 本 実 施 形 態 に よ れ ば 、 戻 り 配 管 か ら 融 雪 屋 根 パ ネ ル 受 水 槽 １ ０ に 入 っ て く る 熱 水 の 温 度

は ９ ０ ℃ ～ １ ０ ０ ℃ で あ り 、 左 側 受 水 槽 の 下 部 の 吸 水 ポ ン プ の 吸 水 口 を 設 置 し た 付 近 の 水

温 は ４ ０ ℃ ～ ５ ０ ℃ で あ り 、 結 果 と し て ４ ０ ℃ ～ ５ ０ ℃ の 温 水 を 、 ボ イ ラ ー を 稼 働 し て 水

蒸 気 に す る の で 、 戻 り 配 管 か ら 融 雪 屋 根 パ ネ ル 受 水 槽 １ ０ に 入 っ て く る 熱 水 や 水 蒸 気 の 有

す る 熱 エ ネ ル ギ ー を 有 効 に 利 用 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ３ ０ 】

＜ 融 雪 屋 根 パ ネ ル 用 受 水 槽 の 変 更 例 ＞

　 本 発 明 に 係 る 融 雪 屋 根 パ ネ ル 用 受 水 槽 １ ０ の 構 成 は 、 上 記 実 施 形 態 の 態 様 に 何 ら 限 定 さ

れ る も の で は な く 、 右 仕 切 り 板 ２ ０ 、 左 仕 切 り 板 ３ ０ 、 連 通 管 ４ ０ 、 穴 ５ ０ 、 保 温 材 ６ ０

等 の 構 成 を 、 本 発 明 の 趣 旨 を 逸 脱 し な い 範 囲 で 、 必 要 に 応 じ て 適 宜 変 更 す る こ と が で き る

。

【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】

【 ０ ０ ３ １ 】

　 本 発 明 に 係 る 融 雪 屋 根 パ ネ ル 用 受 水 槽 は 、 上 記 の 如 く 優 れ た 効 果 を 奏 す る も の で あ る の

で 、 ボ イ ラ ー と と も に 使 用 す る 融 雪 屋 根 パ ネ ル 用 受 水 槽 に 関 す る 分 野 で 好 適 に 用 い る こ と

が で き る 。

【 符 号 の 説 明 】

【 ０ ０ ３ ２ 】

　 １ ０ ・ ・ 融 雪 屋 根 パ ネ ル 用 受 水 槽

　 ２ ０ ・ ・ 右 仕 切 り 板

　 ３ ０ ・ ・ 左 仕 切 り 板

　 ４ ０ ・ ・ 連 通 管

　 ５ ０ ・ ・ 穴

　 ６ ０ ・ ・ 保 温 材

【 要 約 】

【 課 題 】 受 水 槽 内 部 に 好 ま し い 対 流 を 発 生 さ せ る こ と で 、 乱 流 を 防 ぐ と と も に 、 戻 り 配 管

か ら 受 水 槽 に 戻 っ て く る 高 温 の 熱 水 や 蒸 気 の 熱 エ ネ ル ギ ー を 有 効 に 利 用 す る こ と の で き る

、 融 雪 屋 根 パ ネ ル 用 受 水 槽 を 提 供 す る こ と 。

【 解 決 手 段 】 受 水 槽 の 内 部 を 仕 切 る た め の 、 複 数 の 穴 ５ ０ を 有 す る 右 仕 切 り 板 ２ ０ と 、 複

数 の 穴 ５ ０ を 有 す る 左 仕 切 り 板 ３ ０ と 、 前 記 右 仕 切 り 板 と 前 記 左 仕 切 り 板 と を 連 結 す る と

と も に 熱 水 の 通 路 と な る 複 数 の 連 通 管 ４ ０ と か ら な り 、 右 仕 切 り 板 ２ ０ に 穿 孔 さ れ た 穴 ５
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０ と 、 右 仕 切 り 板 ２ ０ に 設 置 し た 穴 の 位 置 よ り も 低 い 位 置 に 穿 孔 さ れ た 左 仕 切 り 板 ３ ０ の

穴 ５ ０ と が 連 通 管 ４ ０ で 連 結 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 融 雪 屋 根 パ ネ ル 用 受 水 槽 １ ０ と

し た 。

【 選 択 図 】 図 １

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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